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極東開発工業が提案する
木質バイオマスソリューション

極東開発工業株式会社
環境事業部 環境ソリューション部 2024.10.2



2 極東開発工業について

極東開発工業は、モビリティとプラントエンジニアリングの双方に強みをもつメーカーです。
3つの事業領域で、サステナブル社会の実現・発展に貢献することを目指しています。

特装⾞事業
国内トップクラスの実⼒を携え、
世界規模で事業を展開

環境事業
業界トップクラスを誇る
リサイクル施設の施工実績

パーキング事業
⼟地の有効利⽤などを考える
暮らしに身近なインフラ整備
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3 バイオマスとは?

バイオマスとは、化石資源を除く動植物に由来する有機物の資源で
大気中の二酸化炭素を増加させない「カーボンニュートラル」と呼ばれる特性を有している

Source︓農林⽔産省
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4 バイオマスソリューションのコンセプト
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市場・お客様のニーズ 極東開発の強み・技術

バイオマスは、地域に「広く薄く」存在

低炭素化・SDGsへの対応

災害への対応・エネルギーセキュリティー

分散型のエネルギー活⽤が求められる

化⽯燃料価格⾼騰・変動リスク

地域の特色を活かしたい・地産地消

モビリティとプラントエンジニアリングの技術
― モビリティ架装技術
― プラント計画・建設技術

交通インフラ

生活インフラ

●都市エリア

●住宅エリア

●商業エリア

●工業エリア

ごみ中継施設

ごみ破砕施設・リサイクルセンター

焼却施設

最終処分場

再生工場

輸
送

サステナブル社会の実現・発展に貢献する業界をリードする
グローバルな総合インフラメーカー



5 極東開発のバイオマスソリューション
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●バイオマスプラントからのエネルギー創出

家畜排せつ物施設食品廃棄物物施設

●木質バイオマスボイラーによる熱エネルギー供給

●バイオブリケット燃料の製造システム

バイオマスボイラー熱供給システム
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バイオマスの主要なエネルギー利⽤形態 当社のバイオマス関連の取組み事例



6 ⽊質バイオマスソリューションの取組み事例
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市場・お客様のニーズ 極東開発の強み・技術

バイオマスは、地域に「広く薄く」存在

低炭素化・SDGsへの対応

災害への対応・エネルギーセキュリティー

地域に存在する木質バイオマスを活⽤した熱エネルギー供給への取組み

モビリティとプラントエンジニアリングの技術
― モビリティ架装技術
― プラント計画・建設技術

分散型のエネルギー活⽤が求められる

化⽯燃料価格⾼騰・変動リスク

地域の特色を活かしたい・地産地消

木質チップ乾燥システム
「Kantainer」

木質バイオマス
ボイラーユニット



7 バイオマスソリューションの取組み事例

チップボイラーをコンテナ（建築⽤）でパッケージ化することで、短期間での現場施工を実現
さらに独⾃の乾燥コンテナシステムと組合せることで、効率的な運⽤を実現

伐採・収集 運搬 チップ加工 運搬 乾燥 貯留 燃焼 熱供給

丸太等

剪定枝

チップ工場 ストックヤード・サイロ ⽊質チップボイラー 熱需要

一般的な
プロセス

丸太等

剪定枝

チップ工場

チップ庫とボイラー庫を
コンテナにパッケージ

熱需要

当社
プロセス

木質バイオマス
ボイラーユニット

⽊質チップ乾燥機と
フックロール⾞を融合

乾燥コンテナシステム
（Kantainer）

運搬＋乾燥＋貯留を
フレキシブルに

パッケージ化により
短期間での現場施工を実現

補助⾦適⽤可
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8 乾燥コンテナシステム（Kantainer）のご紹介

フックロール⾞と乾燥コンテナで効率的作業を実現

伐倒直後の⽊質チップは⽔分を多く含んでおり、チップボイラーなどの燃料として使⽤する際には
⽊質チップの⽔分を下げる必要があります。乾燥コンテナシステム（Kantainer）は、手軽に⽊質
チップの⽔分を下げることができる効率的な乾燥ソリューションです。

熱源
・温風を準備してください。
・施設の廃熱なども活⽤できます。
・温度は80℃前後を推奨します。

乾燥コンテナ本体
（4トン⾞級脱着コンテナ互換）

ブロワユニット

© Kyokuto Kaihatsu Kogyo Co.,Ltd



9 乾燥コンテナシステム（Kantainer）活⽤事例

兵庫県神⼾市、宝塚市/一般社団法人徳島地域エネルギー NEDO事業（2021.10〜2023.3）
・チップボイラーを熱源として、⽊質チップの乾燥を実施
・移動式チッパーとKantainerの組み合わせ、山⼟場でチップ生産後、

⽊質チップの運搬・乾燥を実施
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10 ⽊質バイオマスボイラーユニットのご紹介

チップボイラーをコンテナ（建築⽤）でパッケージ化することで、短期間での現場施工を実現

現状のチップボイラーの設置には、基礎工事やボイラー設置工事を含めて、約1ヶ月の工期を要
します。⽊質バイオマスボイラーユニットをコンテナ工場でパッケージ化することで、現場での
工事を短縮することが可能です。

130ｋＷ級バイオマスボイラーユニット

（ボイラー庫、チップ庫が一体型）

200ｋＷ級ボイラーパッケージイメージ図

（ボイラー庫×１、チップ庫×１）
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11 ⽊質バイオマスボイラーユニット活⽤事例

兵庫県たつの市/株式会社ゲンイチ（コンテナハウスショールーム） （2023.11〜）

・施設内の給湯や暖房を⽊質バイオマスボイラーユニットで供給。
・当施設を当社の実証ラボとして活⽤し、視察や⽊質バイオマスボイラーに関するご相談を受付
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12 ⽊質バイオマスボイラーとは

木質バイオマスボイラーは化石燃料の代わりに木質チップを燃やした熱を利⽤してお湯を作り、
施設の浴場や厨房の給湯に利⽤できます。

木質チップ燃料 木質チップボイラー運転

⽊材をチップ状に砕いた燃料です。

剪定枝なども燃料として使⽤可能です。
（推奨⽔分３５％以下）

燃料となる⽊質チップは、チップ庫
から自動的にボイラーへ送られます。

燃焼灰は自動的に灰箱にたまります。

チップ庫 ボイラー庫

木質チップ
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13 ⽊質バイオマスボイラー導入プラン

木質チップボイラーに替えるメリット
1．燃料費削減

・化⽯燃料との燃料単価差によりランニングコストを削減
・地域内で生産した燃料を使⽤するため燃料価格⾼騰の影響を受けにくい

2．環境対策への貢献
・CO2排出量削減の貢献により市町・施設価値の向上

地域山林 チップ製造事業者

極東開発工業 熱供給

熱利⽤料⾦

■提供サービス
・ボイラー、付帯品の納入・設置・試運転

■お客様メリット
・減価償却完了後にメリットを⼤きく享受

■提供サービス
・ボイラー設備の提供
・熱エネルギー供給
・チップの調達

■お客様メリット
・設備の初期投資が不要

旅館・温浴施設

旅館・温浴施設

旅館・温浴施設

地域山林 チップ製造事業者

ボイラー購入プラン

熱エネルギー供給プラン
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14 バイオマスの「つくる/はこぶ/つかう」を実現
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15 まとめ

市場環境
・低炭素化・分散化エネルギーとして、バイオマスの利活⽤が進んでいく
・エネルギーセキュリティーや災害対策がより重要に

極東開発のご提案
・分散型エネルギーインフラを活⽤した地域熱供給に取組んでいます
・モビリティとエンジニアリングの融合で、「つくる・はこぶ・つかう」を実現します
・サステナブル社会の実現・発展に貢献してまいります
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